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ⅠⅠⅠⅠ．問題と目的．問題と目的．問題と目的．問題と目的    

看護師という職業は入院患者の日常生活の手伝いや体調管理、診療の補助、心理的なサ

ポートなど幅広い業務を一手に担っている非常に大変な職業である。実際の業務でも、看

護の対象が多岐にわたることや看護業務の責任の重さ、医師や看護師同士のコミュニケー

ションが非常に大変であるという話を耳にする。また、看護師は医師のように勤務する科

が固定されていないため、異動となると業務内容が一変し、その内容に対応していかねば

ならずに苦労するということもあるという。このように看護師は一般的な認知でも現在働

いている看護師の聞き取り調査でも負担感の多い職業であると言える。 

 このような状況に置かれている看護師ではあるが、看護師を目指したいという学生は後

を絶たず、看護師として就職する若者は年々増加している（厚生労働省, 2013）。業務が非

常に大変であると周知されているにも関わらず、看護師になりたい、看護師になってもら

いたいと考える人が多いのは何故なのであろうか。そこには何か共通するものがあるので

はないだろうか。 

本研究の目的は、20 代女性看護師が職業を選択するに至った共通点を把握することであ

る。その際、職業選択に影響を与えたと考えられる人生脚本の形成要因や幼児決断の把握

に重点を置いていく。看護師を志して職に就いた者が、どのような脚本を描き、どのよう

な体験を重ねて看護師となったのかを生育歴に焦点を当てて調査を進める。 

ⅡⅡⅡⅡ．方法．方法．方法．方法    

 調査は 2013 年 4 月から 6 月に行われた。現在も働いている 20 代の女性看護師 11 名を対

象とした。対象者の選定は機縁法で行われた。面接は半構造化面接を用いた。質問項目は、

幼い頃に無意識に決断した人生のシナリオである「人生脚本」や、親が無意識のうちに子

どもに伝えていた無言のメッセージである「禁止令」や、モットーや家訓、理念として表

現される「拮抗禁止令」などに基づいた、全 6 項目からなるものとした。具体的には、「あ

なたの人生の目標はなんですか」「子どもの頃に強く心に決めたことはどんなことですか」

「あなたにとって両親はどのような人でしたか」などである。面接は 1時間程度をとした。

面接の録音として IC レコーダーを用いた。分析には修正版グラウンデッド・セオリー・ア

プローチ(M-GTA)を用いた。 

ⅢⅢⅢⅢ．結果と考察．結果と考察．結果と考察．結果と考察    

分析の結果、29の概念が生成された。カテゴリーは【親子関係】【きょうだい関係】【現

実的側面】【幼少期の職業観】【理想の仕事への希求】【学校生活】【職場体験】【脚本像】【キャ

ラクター像】の 9 つであった。 

本研究から分かったこととして、看護師には幼少期から職業選択に直接与える影響があ

ること、幼少期に思い描いた「人と関わる」脚本を強化する形で職業選択を行ってきた可

能性があることがあげられる。また、ストレス要因として先行研究であげられていた対人

関係を人生脚本という視点に立って考えると、看護師の脚本にある「喜ばせよ」が満たさ

れなくなったことが考えられる。 

今後の課題としては、他の世代の看護師や近年増加している男性看護師が持つ脚本の調

査を行い、それぞれの脚本の傾向をつかむことで、世代や性別を考慮した支援策を立案す

ることができるだろう。 
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